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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材の上の固体インク画像と、
　前記固体インク画像を少なくとも部分的に覆うワニス組成物と、
　を備えた固体インクプリント物の製造方法であって、
　前記ワニス組成物は、乾燥前は、ラテックスエマルション、２０重量％～３０重量％の
範囲のポリエチレンワックス、共結合剤を含有し、
　前記共結合剤は、樹脂、水、消泡剤、及び、アミノアルコールを含む、
　固体インクプリント物の製造方法。
【請求項２】
　前記基材は、コーティングされていない紙、コーティングされていないボール紙、コー
ティングされた紙、コーティングされたボール紙、合成紙、及びプラスチックフィルムか
らなるグループから選択された材料を含む、請求項１に記載の固体インクプリント物の製
造方法。
【請求項３】
　前記ラテックスエマルションが、ポリマーマイクロ粒子、乳化剤、及び水性媒体を含み
、
　前記ポリマーマイクロ粒子が、アクリル系ポリマー、スチレン／アクリル系ポリマー、
ポリエステル、またはこれら２つ以上の混合物を含む、請求項１に記載の固体インクプリ
ント物の製造方法。
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【請求項４】
　前記ワニス組成物は、乾燥前は、４５重量％～９０重量％のラテックスエマルションを
含む、請求項１に記載の固体インクプリント物の製造方法。
【請求項５】
　前記ワニス組成物の粘度は、乾燥前は室温において、５０ｃＰ～１０００ｃＰである、
請求項１に記載の固体インクプリント物の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書の実施形態は、一般に固体インクジェット印刷に関する。より詳細には、特定
実施形態は、固体インクを用いて基材上に印刷することによって調製される画像のオーバ
ーコーティングに関する。
【背景技術】
【０００２】
　固体インクジェットプリンタによって得られたプリントは、インクと基材との間の弱い
結合のため、剥がれ落ち、引っ掻かれることが知られている。固体インクジェットプリン
トのこうした特徴は、不十分なプリント、および顧客の不満をもたらし得る。
【０００３】
　最終的な固体インクプリント画像において、インクは、基材の頂部に残り、インクと基
材との間には非常に弱い結合が存在するだけである。加えて、固体インクジェットプリン
トのワックス含有量は非常に高い場合があり、結果として印刷後に軟質のままであり得る
画像をもたらすので、プリントに適用されている力が少量であっても容易に損傷を受ける
場合がある。
【０００４】
　印刷された画像に対する損傷を最小限にする１つの手法は、画像にわたってコーティン
グを提供することであり、それによって保護バリアを形成し、印刷された画像の堅牢性を
増大させる。水性オーバーコーティングは、特に紙およびプラスチック基材上に印刷され
た画像の表面特性（例えば外観、耐摩耗性および耐引掻性）を改善することが知られてい
る。
【０００５】
　固体インクジェットプリント画像の表面に対して良好な接着性ならびに良好な耐引掻性
、摩耗および折り特性を有する連続乾燥フィルム（オーバーコート）を提供することは、
特にパッケージング産業において有益となる。さらに、こうしたオーバーコートはまた、
他の審美特性のうち、その光沢を増大させることによって固体インク画像の審美外観を改
善することもできる場合に有益となる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本明細書において、固体インク（例えば固体インクジェットプリント）を用いて調製さ
れたプリント画像の削り取りおよび摩耗に関連する問題に対処するために使用できる水性
オーバーコート配合物が提供される。特定実施形態において、これらの水性オーバーコー
ト組成物は、印刷基材（例えば、特に紙、および段ボール板紙）に対する固体インクの良
好な接着性を提供できる。こうした水性オーバーコート組成物を用いて形成される連続乾
燥フィルム（オーバーコート）は、一部の実施形態において、それらが適用される印刷さ
れた材料の摩耗、引掻、および折り特性を改善する。一部の実施形態において、形成され
た連続乾燥フィルムは、他の審美特性のうち、その光沢を増大させることによってプリン
ト画像の審美外観を改善できる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　特定実施形態は、基材上の固体インク画像を含む固体インクプリント；および少なくと
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も部分的に固体インク画像を覆う水性オーバーコート組成物を対象とする。乾燥前の水性
オーバーコート組成物は、少なくとも１つのラテックスエマルション、少なくとも１つの
ワックスまたはワックスエマルション、少なくとも１つの共結合剤、および場合により少
なくとも１つの界面活性剤を含むことができる。
【０００８】
　一部の実施形態は、その上にコーティングされた画像を有する記録媒体（表面基材を含
む）を対象とする。コーティングされた画像は、基材上に固体インクを印刷することによ
って調製される固体インク画像（例えば、固体インクジェットプリント画像）、および固
体インク画像を少なくとも部分的に覆うオーバーコート（連続乾燥フィルム／ワニス組成
物）を含む。オーバーコートは、固体インク画像の少なくとも一部に水性オーバーコート
組成物を適用することを含む方法によって調製される。水性オーバーコート組成物は、少
なくとも１つのラテックスエマルション、少なくとも１つのポリマーワックスまたはワッ
クスエマルション、および少なくとも１つの共結合剤を含有する。
【０００９】
　特定実施形態において、当該技術分野において既知の他の媒体／基材のうち、記録媒体
または基材は、コーティングされていない紙またはボール紙、コーティングされた紙また
はボール紙、合成紙またはプラスチックフィルムを含むことができる。記録媒体または基
材は、一部の実施形態において、段ボール紙材料を含むことができる。
【００１０】
　ラテックスエマルションは、一部の実施形態において、ポリマーマイクロ粒子、乳化剤
および水性媒体を含むことができ、特定実施形態において、ポリマーマイクロ粒子は、ア
クリル系ポリマー、スチレン／アクリル系ポリマー、ポリエステル、または２つ以上の混
合物を含有できる。一部の実施形態において、水性オーバーコート組成物はまた、消泡剤
、界面活性剤、およびアミノアルコール（例えば、特に一級アミノアルコール）の少なく
とも１つを含有することもできる。
【００１１】
　一部の実施形態において、水性オーバーコート組成物は、固体インク画像の少なくとも
一部にわたって約１μｍ～約２０μｍの湿潤厚さにて適用でき、水性オーバーコート組成
物は乾燥されて、オーバーコート（乾燥連続フィルム）を形成した後、それは、約０．５
μｍ～約１０μｍの厚さを有することができる。
【００１２】
　特定実施形態は、基材上に固体インクを用いて画像を印刷する工程および固体インク画
像の少なくとも一部分に水性オーバーコート組成物を適用する工程を含む、コーティング
された画像を調製するプロセスを対象とする。コーティングされた画像を調製するための
プロセスは、適用された水性オーバーコート組成物を乾燥する工程をさらに含むことがで
きる。水性オーバーコート組成物は、一部の実施形態において、少なくとも１つのラテッ
クスエマルション、少なくとも１つのワックスまたはワックスエマルション、少なくとも
１つの共結合剤、および場合により少なくとも１つの界面活性剤を含有できる。
【００１３】
　一部の実施形態は、少なくとも１つのラテックスエマルション、少なくとも１つのワッ
クスまたはワックスエマルション、少なくとも１つの共結合剤、および場合により少なく
とも１つの界面活性剤を含む水性オーバーコート組成物を対象とし、ここで固体インク画
像に適用、および場合により乾燥後、製造されたオーバーコートは、画像の光沢、耐摩耗
性、耐引掻性、および接着性の少なくとも１つを増大できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、褐色のクラフト紙および白色トップライナー紙上での固体インクジェッ
トプリントの７５°光沢を比較したものである。
【図２】図２は、回転ｔａｂｅｒ摩耗試験の結果を示したものである。
【図３】図３は、３つのフィンガーゴージ引掻試験の結果を示したものである。
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【図４】図４は、クロスカットテープ剥離試験の結果を示したものである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　特定実施形態は、コーティングされた画像の調製のためのプロセスを対象とする。プロ
セスは、基材の表面上に固体インクを用いて画像を印刷する工程；および基材上の印刷さ
れた画像の少なくとも一部に水性オーバーコート組成物を適用する工程（画像の約０．５
％～約１００％または画像の少なくとも約５０％）を含む。このプロセスはさらに、適用
された水性オーバーコート組成物を乾燥する工程を含むことができる。基材上に印刷され
た画像に適用される水性オーバーコート組成物は、少なくとも１つのラテックスエマルシ
ョン、少なくとも１つのワックスまたはワックスエマルション、少なくとも１つの共結合
剤、および場合により少なくとも１つの界面活性剤を含む。
【００１６】
　水性オーバーコート組成物は、印刷された画像を少なくとも部分的に覆うために適用で
きる（画像の約０．５％～約１００％、約５％～約１００％、約５０％～約１００％、約
７５％～約１００％）。一部の実施形態において、水性オーバーコート組成物は、印刷さ
れた画像の本質的に全体または印刷された画像の全体に適用される。
【００１７】
　一部の実施形態は、少なくとも１つのラテックスエマルション、少なくとも１つのワッ
クスまたはワックスエマルション、少なくとも１つの共結合剤、および場合により少なく
とも１つの界面活性剤を含む水性オーバーコート組成物を対象とする。固体インク画像に
適用し、場合により乾燥する際、特定の実施形態の水性オーバーコート組成物は、光沢、
耐摩耗性、耐引掻性、および固体インク画像の接着性の少なくとも１つを増大できる。
【００１８】
　特定実施形態は、コーティングされた画像を有する記録媒体（基材を含む）を対象とす
る。コーティングされた画像は、基材上に（ａ）固体インク画像（例えば固体インクを印
刷することによって調製される）および（ｂ）固体インク画像を少なくとも部分的に覆う
オーバーコートを含む。オーバーコートは、固体インク画像の少なくとも一部に水性オー
バーコート組成物を適用することを含む方法によって調製できる。特定実施形態において
、水性オーバーコート組成物は、少なくとも１つのラテックスエマルション、少なくとも
１つのポリマーワックスまたはワックスエマルション、および少なくとも１つの共結合剤
を含む。
【００１９】
　水性オーバーコート組成物は、いずれかのタイプの基材、例えば紙、ボール紙などに適
用できる。水性オーバーコート組成物は、コーティングされた基材およびコーティングさ
れていない基材の両方、例えばコーティングされた紙およびコーティングされていない紙
に接着できる。基材は、カール防止化合物、例えばトリメチロールプロパン、殺生物剤、
湿潤剤、キレート剤、およびこれらの混合物を含む添加剤、ならびにインクおよび／また
は基材の性能および／または値を向上させるために当該技術分野において既知のいずれか
の他の任意の添加剤を含有できる。
【００２０】
　一部の実施形態において、画像は、固体インクを用いて基材上に印刷される。記録媒体
または基材は、一部の実施形態において、段ボール紙原料を含むことができる。一部の実
施形態において、記録媒体は、当該技術分野において既知の他の基材のうち、コーティン
グされていない紙またはボール紙、コーティングされた紙またはボール紙、合成紙または
プラスチックフィルムを含むことができる。
【００２１】
　水性オーバーコート組成物は、画像形成後、いずれかの好適な時間において、基材に適
用できる。例えば、水性オーバーコート組成物は、例えばインラインコーティング装置に
おいて、画像が形成された直後に基材に適用でき、ここでこの印刷およびオーバーコーテ
ィングは、同じ印刷デバイスによって行われ、または印刷後短時間もしくは長期間後、例
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えばオフラインコーティング装置において行われ、ここで印刷およびオーバーコーティン
グは、異なる印刷デバイスによって行われる。
【００２２】
　さらに、水性オーバーコート組成物は、基材全体、画像全体、基材の一部、または画像
の一部にわたって適用できる。例えば、組成物は、画像形成された領域および画像形成さ
れていない領域の両方に適用でき、またはそれは画像形成された領域にのみ適用できるな
どである。一部の実施形態において、水性オーバーコート組成物は、基材全体（画像形成
されたおよび画像形成されていない領域を含む）にわたって適用され、向上された画像堅
牢性を提供できる。水性オーバーコート組成物は、基材の画像形成されていない領域と、
基材上に画像形成された領域のインクとの両方に十分接着できる。基材上のインク系画像
は、以前から、インクジェット印刷デバイスの当該技術分野において既知のいずれかの好
適な印刷プロセスによって調製されている。
【００２３】
　液体フィルムコーティングデバイスは、水性オーバーコート組成物を適用するために使
用でき、ロールコーター、ロッドコーター、ブレード、ワイアバー、エアナイフ、カーテ
ンコーター、スライドコーター、ドクターナイフ、スクリーンコーター、グラビアコータ
ー、例えばオフセットグラビアコーター、スロットコーターおよび押出成形コーターを含
む。こうしたデバイスは、既知の様式、例えば直接およびリバースロールコーティング、
オフセットグラビア、カーテンコーティング、リソグラフィコーティング、スクリーンコ
ーティング、およびグラビアコーティングにて使用できる。一部の実施形態において、水
性オーバーコート組成物のコーティングは、２つまたは３つのロールコーターを用いて達
成される。
【００２４】
　水性オーバーコート組成物は、約１μｍ～約２０μｍ、例えば約２μｍ～約１０μｍ、
約２μｍ～約８μｍまたは約３μｍ～約７μｍの湿潤厚さにて、固体インク画像に適用で
きる。乾燥および硬化後、適用されたオーバーコートは、約０．５μｍ～約１０μｍ、例
えば約０．５μｍ～約５μｍ、約０．５μｍ～約４μｍまたは約１μｍ～約３μｍの厚さ
を有することができる。
【００２５】
　インクジェット印刷プロセスは、室温で固体であり、高温で液体であるインクを利用で
きる。こうしたインクは、相変化インクまたは固体インクと称され得る。本明細書に使用
するのに好適な相変化インクは、約２０℃～約２７℃の温度、例えば室温にて固体であり
、特に約４０℃未満の温度で固体であるインクビヒクルを含むことができる。しかし、イ
ンクは、加熱時に相を変化させ、噴出温度にて溶融状態である。故に、インクは、インク
ジェット印刷に好適な高温、例えば約５０℃～約１５０℃の温度にて約１～約２０センチ
ポイズ（ｃｐ）、例えば約５～約１５ｃｐまたは約８～約１２ｃｐの粘度を有する。
【００２６】
　この点において、本明細書のインクは、低エネルギーインクであることができる。低エ
ネルギーインクは、約４０℃未満の温度にて固体であり、約５０℃～約１５０℃、例えば
約７０℃～約１２０℃または約８０℃～約１２０℃の噴出温度にて、約５～約１５ｃＰの
粘度を有する。インクは、上記で議論される場合よりも低温にて噴出するので、噴出のた
めに必要なエネルギー量はより少ない。
【００２７】
　本明細書に議論されるインク画像は、いずれかのこうした好適な相変化インクから形成
でき、例えば米国特許第４，４９０，７３１号明細書、米国特許第５，００６，１７０号
明細書および米国特許第５，１２２，１８７号明細書（この開示はその全体が参考として
本明細書に組み込まれる）に開示されるようなインクから形成できる。
【００２８】
　相変化インクジェットプロセスは、周知であり、例えば米国特許第４，６０１，７７７
号明細書、米国特許第４，２５１，８２４号明細書、米国特許第４，４１０，８９９号明
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細書、米国特許第４，４１２，２２４号明細書、および米国特許第４，５３２，５３０号
明細書（その開示の全体が参考として本明細書に組み込まれる）に記載される。
【００２９】
　水性オーバーコート組成物は、基材への適用時および／または熱および／または空気へ
の曝露時に乾燥する。ＵＶ光の適用は、特定実施形態の一部の水性オーバーコート組成物
を乾燥するためには必要とされない。しかし、ＵＶランプは、例えば熱源として使用され
る場合、水性オーバーコート組成物を乾燥させるために使用できる。乾燥時、水性オーバ
ーコート組成物はまた、硬化されてオーバーコートを形成できる。
【００３０】
　一部の実施形態において、水性オーバーコート組成物は、例えば２５℃を超えるわずか
に高温にてより迅速に乾燥する。特定実施形態において、水性オーバーコート組成物は、
約２５℃～約９０℃、例えば約２５℃～約８０℃または約２５℃～約６０℃の温度にて乾
燥する。水性オーバーコート組成物は、インクの溶融温度未満の温度で乾燥する。オーバ
ーコーティングされた基材（固体インク画像を有するまたは有していない）は、約２５℃
～約７０℃、例えば約２５℃～約６５℃または約２５℃～約６０℃の温度を有する熱源の
下を通過するベルトに置き、乾燥できる。水性オーバーコート組成物を乾燥および硬化さ
せることができる速度は、約０ｆｔ／分～約１００ｆｔ／分、例えば約１０ｆｔ／分～約
１００ｆｔ／分または約２０ｆｔ／分～約１００ｆｔ／分である。水性オーバーコート組
成物は、約０．５秒～約２０秒、例えば約１秒～約１５秒または約１秒～約１０秒間、こ
れらの条件下にて乾燥および硬化させることができる。
【００３１】
　水性オーバーコート組成物は、少なくとも１つのラテックスエマルション、少なくとも
１つのポリマーワックスまたはワックスエマルション、および少なくとも１つの共結合剤
を含む。一部の実施形態において、水性オーバーコート組成物はまた、消泡剤、界面活性
剤、およびアミノアルコールの少なくとも１つを含む。水、共分散剤（すなわち、特に一
級アミノアルコール）、および／または消泡剤は、共結合剤の構成成分として水性オーバ
ーコート組成物に導入でき、または水性オーバーコート組成物に直接添加できる。水、ベ
ース、および／または乳化剤／界面活性剤（すなわち、特にプロピレングリコール）は、
特定実施形態の特定水性オーバーコート組成物に、ラテックスエマルションの一部として
導入されることができ、または特定水性オーバーコート組成物に直接添加できる。
【００３２】
　特定実施形態の水性オーバーコート組成物は、約４５重量％～約９０重量％のラテック
スエマルション；約５重量％～約２０重量％のポリマーワックスまたはワックスエマルシ
ョン；約５重量％～約２０重量％の共結合剤；および約０重量％～約５重量％の界面活性
剤を含むことができる。
【００３３】
　一部の実施形態において、水性オーバーコート組成物に含まれることができるさらなる
従来の任意の添加剤は、艶消し剤、顔料、ＵＶ吸収剤、殺生物剤、架橋剤などである。特
定実施形態において、水性オーバーコート組成物は、当業者に既知の任意の添加剤を、水
性オーバーコート組成物の約０．１重量％～約１０重量％、例えば約０．１重量％～約８
重量％または約１重量％～約１０重量％の量で含むことができる。
【００３４】
　一部の実施形態において、水性オーバーコート組成物は、水性オーバーコート組成物の
約３０重量％～約８０重量％、例えば約３５重量％～約７５重量％または約４０重量％～
約６０重量％の量で水を含むことができる。
【００３５】
　特定実施形態において、水性オーバーコート組成物は、約０．０１重量％～約５重量％
の界面活性剤を含むことができる。一部の実施形態において、水性オーバーコート組成物
は、界面活性剤（ラテックスエマルションに存在するまたは組成物に直接添加されるいず
れかの界面活性剤を含む）を、水性オーバーコート組成物の約１重量％～約５重量％、例



(7) JP 6027943 B2 2016.11.16

10

20

30

40

50

えば約２重量％～約５重量％または約３重量％～約４重量％の範囲で含むことができる。
２つ以上の界面活性剤が利用される場合、それぞれの界面活性剤は、水性オーバーコート
組成物の約０．０１重量％～約４．９９重量％、例えば水性オーバーコート組成物の約０
．１重量％～約４．９重量％または約１重量％～約３重量％の量で存在できる。
【００３６】
　一部の実施形態において、水性オーバーコート組成物は、アニオン性界面活性剤、非イ
オン性界面活性剤、シリコーン界面活性剤、フルオロ界面活性剤またはこれら２つ以上の
組み合わせを含むことができる。一部の実施形態に使用できる市販の界面活性剤は、ＴＲ
ＩＴＯＮ　Ｘ－１００（商標）（Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ，Ｍｉｄｌａｎｄ，ＭＩ，Ｕ
ＳＡ）である。
【００３７】
　アニオン性界面活性剤としては、スルホンスクシネート、ジスルホネート、ホスフェー
トエステル、スルフェート、スルホネートおよびこれらの混合物を挙げることができる。
【００３８】
　非イオン性界面活性剤の例としては、特にポリビニルアルコール、ポリアクリル酸、イ
ソプロピルアルコール、アセチレンジオール、オクチルフェノールエトキシレート、分岐
二級アルコールエトキシレート、ペルフルオロブタンスルホネートおよびアルコールアル
コキシレートが挙げられる。
【００３９】
　シリコーン界面活性剤は、当該技術分野において周知であり、ポリエーテル変性ポリジ
メチル－シロキサンなどが挙げられる。
【００４０】
　本明細書で使用するのに好適なフルオロ界面活性剤の例としては、式ＲｆＣＨ２ＣＨ２

Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｘＨを有するＺＯＮＹＬ（登録商標）ＦＳＯ－ｌ００（Ｅ．Ｉ．Ｄ
ｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏ．，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ，
ＵＳＡ）（式中、Ｒｆ＝Ｆ（ＣＦ２ＣＦ２）ｙ、ｘ＝０～約１５、およびｙ＝１～約７）
、３Ｍから入手可能なＦＬＵＯＲＡＤＳ（登録商標）ＦＣ４３０、ＦＣ１７０Ｃ、ＦＣ１
７１など、Ａｌｄｒｉｃｈからのエトキシル化ノニルフェノールなど、ペルフルオロブタ
ンスルホネート系フルオロ界面活性剤が挙げられる。
【００４１】
　一部の実施形態において、水性オーバーコート組成物は、室温（約２５℃）にて、約５
０ｃＰ～約１０００ｃＰ、または約５０ｃＰ～約７５０ｃＰ、例えば約１００ｃＰ～約７
００ｃＰまたは約１００ｃＰ～約６５０ｃＰの粘度を有することができる。水性オーバー
コート組成物の静的表面張力は、約１５ｍＮ／ｍ～約４０ｍＮ／ｍ、例えば約２０ｍＮ／
ｍ～約４０ｍＮ／ｍまたは約２０ｍＮ／ｍ～約３０ｍＮ／ｍであることができる。
【００４２】
　特定実施形態の水性オーバーコート組成物に使用できる好適な消泡剤は、ケイ素系脱泡
剤が挙げられる。水性オーバーコート組成物はさらに、消泡剤、例えばＢＹＫ（登録商標
）－０１９およびＢＹＫ（登録商標）－０２８（ＢＹＫ　Ｃｈｅｍｉｅ　ＧｍｂＨ）、水
性ポリシロキサン消泡剤（Ｄｅｍｐｓｅｙ　Ｃｏｒｐ．から入手可能）、ＤＡＰＲＯ（登
録商標）ＤＦ９００（Ｅｌｅｍｅｎｔｉｓ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｉｅｓ）、ＦＯＡＭＡＳＴ
ＥＲ（登録商標）Ｓ（Ｃｏｇｎｉｓ）または等価物を挙げることができる。消泡剤は、水
性オーバーコート組成物の約０重量％～約３重量％、例えば約０重量％～約２重量％また
は約０．１重量％～約１重量％の量で、水性オーバーコート組成物に存在できる。ＳＵＲ
ＦＹＮＯＬ（登録商標）ＤＦ－５８（Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌｓ，Ｉｎｃ．，Ａｌｌｅｎｔｏｗｎ，ＰＡ，ＵＳＡ）は、一部の実施形態において使
用できる消泡剤の例である。
【００４３】
　一部の実施形態の特定水性オーバーコート組成物において、ＡＭＰ－９５（商標）（Ｄ
ｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ，Ｍｉｄｌａｎｄ，ＭＩ，ＵＳＡ）は、共分散剤／一級アミノア



(8) JP 6027943 B2 2016.11.16

10

20

30

40

50

ルコールとして使用できる。
【００４４】
　本明細書に開示される水性オーバーコート組成物は、場合により、１つ以上のレオロジ
ーまたは粘度調整剤を含むことができる。粘度調整剤の例としては、アルカリ膨潤性アク
リル系増粘剤、例えばＡＣＲＹＳＯＬ（登録商標）ＡＳＥ－６０（Ｒｏｈｍ＆Ｈａａｓか
ら入手可能）、ＡＣＲＹＳＯＬ（登録商標）ＡＳＥ－７５、ＲＨＥＯＬＡＴＥ（登録商標
）４５０およびＲＨＥＯＬＡＴＥ（登録商標）４２０、および関連増粘剤、例えばＥＬＥ
ＭＥＮＴＩＳ　ＲＨＥＯＬＡＴＥ（登録商標）２５５、ＲＨＥＯＬＡＴＥ（登録商標）２
１６およびＲＨＥＯＬＡＴＥ（登録商標）１が挙げられる。水性オーバーコート組成物は
、場合により、水性オーバーコート組成物の約０．０１重量％～約５．５重量％、例えば
約０．０１重量％～約５重量％または約０．１重量％～約５重量％の量で１つ以上の粘度
調整剤を含むことができる。
【００４５】
　水性オーバーコート組成物は、場合により、少なくとも１つの被膜形成助剤を挙げるこ
とができる。本明細書で使用するために好適な被膜形成助剤としては、ポリグリコールエ
ーテル、例えばブチルカルビトール、およびＤＯＷＡＮＯＬ（登録商標）ＤＰｎＢ（Ｄｏ
ｗ　Ｃｏｒｐ．）、ＵＣＡＲ（登録商標）Ｆｉｌｍｅｒ　ＩＢＴ（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｐ．）
、ＤＯＷＡＮＯＬ（登録商標）ＤＰｎＰ（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｐ．）が挙げられる。存在する
場合、被膜形成助剤は、水性オーバーコート組成物の０重量％～約５重量％、例えば約０
重量％～約４重量％または約１重量％～約４重量％の量で、水性オーバーコート組成物に
存在できる。
【００４６】
　艶消し剤は、一部の実施形態の水性オーバーコート組成物に使用でき、コロイダルシリ
カ、シリカゲル、ケイ酸アルミニウムおよびワックスなどを挙げることができる。
【００４７】
　裸眼で視覚不可能であるが、可視波長範囲の外側の放射線（例えば紫外線または赤外線
放射線）に曝露される場合に検出可能である染料、例えばダンシル－リシン、Ｎ－（２－
アミノエチル）－４－アミノ－３，６－ジスルホ－１，８－ジナフタルイミドジカリウム
塩、Ｎ－（２－アミノペンチル）－４－アミノ－３，６－ジスルホ－１，８－ジナフタル
イミドジカリウム塩、Ｃａｓｃａｄｅ　Ｂｌｕｅエチレンジアミントリナトリウム塩（Ｍ
ｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｐｒｏｅｓ，Ｉｎｃから入手可能）、Ｃａｓｃａｄｅ　Ｂｌｕｅカダ
ベリントリナトリウム塩（Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｐｒｏｅｓ，Ｉｎｃ．から入手可能）、
４，４’－ジアミノスチルベン－２，２’－ジスルホン酸のビスジアジニル誘導体、４，
４’－ジアミノスチルベン－２，２’－ジスルホン酸のアミド誘導体、４，４’－二置換
スチルベン－２，２’－ジスルホン酸のフェニル尿素誘導体、４，４’－二置換スチルベ
ンジスルホン酸のモノ－またはジ－ナフチルトリアゾール誘導体、ベンゾチアゾール（ｂ
ｅｎｚｉｔｈｉａｚｏｌｅ）の誘導体、ベンゾオキサゾールの誘導体、ベンゾイミダゾー
ルの誘導体、クマリンの誘導体、スルホン酸基を含有するピラゾリンの誘導体、４，４’
－ビス（トリアジン－２イルアミノ）スチルベン－２，２’－ジスルホン酸、２－（スチ
ルベン－４－イル）ナフトトリアゾール、２－（４フェニルスチルベン－４－イル）ベン
ゾオキサゾール、４，４－ビス（トリアゾ－２－イル）スチルベン－２，２’－ジスルホ
ン酸、１，４ビス（スチリル）ビフェニル、１，３－ジフェニル－２－ピラゾリン、ビス
（ベンザゾール－ｚ－イル）誘導体、３－フェニル－７－（トリアジン－２－イル）クマ
リン、カルボスチリル、ナフタルイミド、３，７ジアミノジベンゾチオフェン－２，８－
ジスルホン酸－５，５－ジオキシド、他の市販材料、例えばＣ．Ｉ．蛍光増白剤Ｎｏ．２
８（Ｃ．Ｉ．４０６２２）、蛍光シリーズＬＥＵＣＯＰＨＯＲ　Ｂ－３０２、ＢＭＢ（Ｃ
．Ｉ．２９０）、ＢＣＲ、ＢＳなど（Ｌｅｕｃｏｐｈｏｒから入手可能）も着色剤として
使用するのに好適である。
【００４８】
　加えて、本明細書に使用できる好適な着色剤は、１つ以上蛍光着色剤を含み、これが顔
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料、染料または顔料および染料の混合物であることができる。例えば、好適な蛍光顔料濃
縮物は、例えば米国特許第４，９１１，８３０号明細書（その開示全体が参考として本明
細書に組み込まれる）に開示されている。
【００４９】
　好適な蛍光着色剤は、例えば米国特許第４，２４３，６９４号明細書および米国特許第
５，５５４，４８０号明細書（その開示全体が参考として本明細書に組み込まれる）に開
示される。好適な無機蛍光顔料は、例えばトレース量の活性化剤、例えば、銅、銀および
マンガンを、例えば原料として使用される重金属またはアルカリ土類金属の高純度硫化物
、例えば硫化亜鉛に添加し、高温にて焼成することによって調製できる。好適な有機蛍光
顔料は、例えば合成樹脂のビヒクルに蛍光染料を溶解させることにより調製でき、または
蛍光染料を用いた乳化重合または懸濁重合によって得られる微小樹脂粒子の分散物を染料
着色することによって調製できる。合成樹脂は、塩化ビニル樹脂、アルキド樹脂およびア
クリル系樹脂を挙げることができるが、これらに限定されず、蛍光染料としては、Ｃ．Ｉ
．アシッドイエロー７、Ｃ．Ｉ．ベーシックレッド１などが挙げられるが、これらに限定
されない。
【００５０】
　これらに限定されないが、好適な蛍光染料としては、ローダミン、フルオロセイン、ク
マリン、ナフタルイミド、ベンゾキサンテン、アクリジン、アゾなどとして既知の染料フ
ァミリーに属するものが挙げられるが、これらに限定されない。好適な蛍光染料としては
、例えばＢａｓｉｃ　Ｙｅｌｌｏｗ４０、Ｂａｓｉｃ　Ｒｅｄ１、Ｂａｓｉｃ　Ｖｉｏｌ
ｅｔ１１、Ｂａｓｉｃ　Ｖｉｏｌｅｔ１０、Ｂａｓｉｃ　Ｖｉｏｌｅｔ１６、Ａｃｉｄ　
Ｙｅｌｌｏｗ７３、Ａｃｉｄ　Ｙｅｌｌｏｗ１８４、Ａｃｉｄ　Ｒｅｄ５０、Ａｃｉｄ　
Ｒｅｄ５２、Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ４４、Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ１３１
、Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ８５、Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ１３５、Ｓｏｌｖ
ｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ４３、Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ１６０およびＦｌｕｏｒｅｓ
ｃｅｎｔ　Ｂｒｉｇｈｔｎｅｒ６１が挙げられる。好適な蛍光顔料としては、Ｄａｙ－Ｇ
ｌｏ　Ｃｏｌｏｒ　Ｃｏｒｐ．（Ｃｌｅｖｅｌａｎｄ，Ｏｈｉｏ）から入手可能なもの、
例えばａｕｒｏｒａ　ｐｉｎｋＴ－１１およびＧＴ－１１、ｎｅｏｎ　ｒｅｄＴ－１２、
ｒｏｃｋｅｔ　ｒｅｄＴ－１３またはＧＴ－１３、ｆｉｒｅ　ｏｒａｎｇｅＴ－１４また
はＧＴ－１４Ｎ、ｂｌａｚｅ　ｏｒａｎｇｅＴ－１５またはＧＴ－１５Ｎ、ａｒｃ　ｙｅ
ｌｌｏｗＴ－１６、ｓａｔｕｒｎ　ｙｅｌｌｏｗＴ－１７Ｎ、ｃｏｒｏｎａ　ｍａｇｅｎ
ｔａＧＴ－２１およびＧＴ－１７Ｎなどが挙げられるが、これらに限定されない。
【００５１】
　ＵＶ吸収剤は、水性オーバーコート組成物に含まれることができ、ベンゾフェノン誘導
体（例えばＳＡＮＤＵＶＯＲ（登録商標）３０４１）、ヒドロキシフェニルトリアジン（
ＳＡＮＤＵＶＯＲ（登録商標）ＴＢ－Ｏ１）、ＣＩＢＡＦＡＳＴ（登録商標）ＨＬｉｑ、
ＣＩＢＡ　ＴＩＮＵＶＩＮ（登録商標）１１３０およびＴＩＮＵＶＩＮ（登録商標）５１
５１を挙げることができる。
【００５２】
　殺生物剤は、水性オーバーコート組成物に組み込まれることができ、これらとしては、
有機硫黄、有機ハロゲン、フェネート、クロロフェネート、複素環式窒素化合物、有機エ
ステル、四級アンモニウム化合物、無機ホウ素化合物などを挙げることができる。
【００５３】
　本明細書で使用するために好適な架橋剤としては、熱硬化性樹脂、例えばＣＹＭＥＬ（
登録商標）３０３、およびシュウ酸が挙げられる。
【００５４】
　一部の実施形態の水性オーバーコート組成物は、少なくとも１つのラテックスエマルシ
ョンを含む。特定実施形態の水性オーバーコート組成物は、約４５重量％～約９０重量％
の１つ以上のラテックスエマルションを含むことができる。一部の水性オーバーコート組
成物は、約６６．７重量％の少なくとも１つのラテックスエマルションを含むことができ
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る。
【００５５】
　一部の実施形態において、水性オーバーコート組成物は、約４０重量％～約９５重量％
、例えば約５０重量％～約９０重量％または約６０重量％～約９０重量％の総量において
、１つ以上のラテックスエマルションを含むことができる。１つ以上のラテックスエマル
ションが利用される場合、各ラテックスエマルションは、水性オーバーコート組成物の約
１重量％～約９４重量％、例えば水性オーバーコート組成物の約５重量％～約９０重量％
または約１０重量％～約８５重量％の量で存在できる。各ラテックスエマルションは、水
性オーバーコート組成物中のラテックスエマルションの総量が所望の範囲内であり、所望
のＴｇを有する限り、いかなる量でも存在できる。
【００５６】
　ラテックスエマルションは、水性媒体中のポリマーマイクロ粒子の安定な分散液である
。特定実施形態において、ラテックスエマルションのポリマーマイクロ粒子は、アクリル
系ポリマー、スチレン／アクリル系ポリマー、ポリエステル、または２つ以上のこれらの
混合物を含む。一部の実施形態において、ラテックスエマルションのポリマーマイクロ粒
子は、アクリル系ポリマーを含む。好適なアクリル系ラテックスエマルションの例として
は、ポリ（アリルメタクリレート－アルキルアクリレート）、ポリ（アルキルメタクリレ
ート－アリールアクリレート）、ポリ（アリールメタクリレート－アルキルアクリレート
）、ポリ（アルキルメタクリレート－アクリル酸）、およびポリ（アルキルアクリレート
－アクリロニトリル－アクリル酸）が挙げられる。ラテックスは、樹脂、例えばポリ（メ
チルメタクリレート－ブタジレン）、ポリ（エチルメタクリレート－ブタジエン）、ポリ
（プロピルメタクリレート－ブタジエン）、ポリ（ブチルメタクリレート－ブタジエン）
、ポリ（メチルアクリレート－ブタジエン）、ポリ（エチルアクリレート－ブタジエン）
、ポリ（プロピルアクリレート－ブタジエン）、ポリ（ブチルアクリレート－ブタジエン
）、ポリ（メチルメタクリレート－イソプレン）、ポリ（エチルメタクリレート－イソプ
レン）、ポリ（プロピルメタクリレート－イソプレン）、ポリ（ブチルメタクリレート－
イソプレン）、ポリ（メチルアクリレート－イソプレン）、ポリ（エチルアクリレート－
イソプレン）、ポリ（プロピルアクリレート－イソプレン）、ポリ（ブチルアクリレート
－イソプレン）などを含有できる。
【００５７】
　特定実施形態において使用するのに好適な市販のラテックスエマルションの例は、水性
のアクリル系コーティング１４０７Ｄ（Ｃｏａｔｉｎｇｓ＆Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ，Ｃｏｒ
ｐ．，Ｌｅｌａｎｄ，ＮＣ，ＵＳＡ）である。１４０７Ｄは、アクリル系ポリマー（約４
８重量％固体）、水（約４６重量％）、水酸化アンモニウム（約２～３重量％）、および
プロピレングリコール（約５～６重量％）を含むマイクロ粒子を含む。
【００５８】
　好適なスチレン／アクリル系ラテックスエマルションの例としては、ポリ（スチレン－
アルキルアクリレート）、ポリ（スチレン－１，３－ジエン）、ポリ（スチレン－アルキ
ルメタクリレート）、ポリ（スチレン－アルキルアクリレート－アクリル酸）、ポリ（ス
チレン－１，３－ジエン－アクリル酸）、ポリ（スチレン－アルキルメタクリレート－ア
クリル酸）、ポリ（スチレン－アルキルアクリレート－アクリロニトリル－アクリル酸）
、およびポリ（スチレン－１，３－ジエン－アクリロニトリル－アクリル酸）が挙げられ
る。ラテックスは、樹脂、例えばポリ（スチレン－ブタジエン）、ポリ（メチルスチレン
－ブタジエン）、ポリ（スチレン－イソプレン）、ポリ（メチルスチレン－イソプレン）
、ポリ（スチレン－プロピルアクリレート）、ポリ（スチレン－ブチルアクリレート）、
ポリ（スチレン－ブタジエン－アクリル酸）、ポリ（スチレン－ブタジエン－メタクリル
酸）、ポリ（スチレン－ブタジエン－アクリロニトリル－アクリル酸）、ポリ（スチレン
－ブチルアクリレート－アクリル酸）、ポリ（スチレン－ブチルアクリレート－メタクリ
ル酸）、ポリ（スチレン－ブチルアクリレート－アクリロニトリル）、ポリ（スチレン－
ブチルアクリレート－アクリロニトリル－アクリル酸）などを含有できる。



(11) JP 6027943 B2 2016.11.16

10

20

30

40

50

【００５９】
　本明細書で使用するのに好適な特定アクリル系ラテックスエマルションの例としては、
ＲＨＯＰＬＥＸ（登録商標）ＨＡ－１２およびＲＨＯＰＬＥＸ（登録商標）１－２０７４
（Ｒｏｈｍ＆Ｈａａｓ，Ｃｏから入手可能）が挙げられる。スチレン／アクリル系ラテッ
クスエマルションの例としては、ＪＯＮＣＲＹＬ７７、ＪＯＮＣＲＹＬ７４Ａ、およびＪ
ＯＮＣＲＹＬ　ＨＲＣ１６６１（ＢＡＳＦから）を有する。水性アクリル系またはスチレ
ン／アクリル系エマルションは、自己架橋および／またはアルカリ可溶性であることがで
き、酸側（中和されていない）に供給できる。
【００６０】
　好適なポリエステルラテックスエマルションの例としては、ポリエチレンテレフタレー
ト、ポリプロピレン－テレフタレート、ポリブチレン－テレフタレート、ポリペンチレン
テレフタレート、ポリヘキサレン－テレフタレート、ポリヘプタデン－テレフタレート、
ポリオクタレン－テレフタレート、ポリエチレン－セバケート、ポリプロピレン－セバケ
ート、ポリブチレン－セバケート、ポリエチレン－アジペート、ポリプロピレン－アジペ
ート、ポリブチレン－アジペート、ポリペンチレン－アジペート、ポリヘキサレン－アジ
ペート、ポリヘプタデン－アジペート、ポリオクタレン－アジペート、ポリエチレン－グ
ルタレート、ポリプロピレン－グルタレート、ポリブチレン－グルタレート、ポリペンチ
レン－グルタレート、ポリヘキサレン－グルタレート、ポリヘプタデン－グルタレート、
ポリオクタレン－グルタレートポリエチレン－ピメレート、ポリプロピレン－ピメレート
、ポリブチレン－ピメレート、ポリペンチレン－ピメレート、ポリヘキサレン－ピメレー
ト、ポリヘプタデン－ピメレート、ポリ（プロポキシル化ビスフェノール－フマレート）
、ポリ（プロポキシル化ビスフェノール－スクシネート）、ポリ（プロポキシル化ビスフ
ェノール－アジペート）およびポリ（プロポキシル化ビスフェノール－グルタレート）が
挙げられる。一部の実施形態において、ラテックスエマルションは、ポリマーマイクロ粒
子、乳化剤／界面活性剤（例えば、特にプロピレングリコール）、および水性媒体（すな
わち水）を含む。ラテックスエマルションはさらに、一部の実施形態において、少なくと
も１つの塩基を含むことができる。一部の実施形態において、ラテックスエマルションは
、約１重量％～約５重量％の塩基を含むことができる。塩基の例としては、アルカリ塩基
、アンモニア、アミノアルコールなどが挙げられる。特定実施形態の水性オーバーコート
組成物は、約１重量％～約５重量％、例えば約１重量％～約４重量％または約１重量％～
約３重量％の塩基を含むことができる。一部の実施形態の特定の水性オーバーコーティン
グに使用できる塩基の１つの例は、水酸化アンモニウムである。
【００６１】
　特定実施形態の水性オーバーコート組成物に使用されるラテックスエマルションは、例
えば約３０℃～約９５℃、例えば約３５℃～約８５℃または約３５℃～約７０℃のガラス
転移温度（Ｔｇ）を有することができる。Ｔｇのこの範囲を達成するために、複数のラテ
ックスエマルションが使用できる。換言すれば、種々のラテックスエマルションは、水性
オーバーコート組成物のラテックスエマルション構成成分全体について所望のＴｇを達成
するために組み合わせることができる。
【００６２】
　例えば、所望の最終Ｔｇよりも高いＴｇを有するラテックスエマルションは、低いＴｇ
を有する追加のラテックスエマルションまたは所望のＴｇよりも低いＴｇ、例えば約８０
℃～約３０℃以下のＴｇを有するラテックスエマルションと共に使用できる。１つ以上の
ラテックスエマルションのいずれかの組み合わせは、ラテックスエマルション混合物全体
の所望のＴｇ範囲が達成される限り、組み合わせることができる。Ｔｇは、例えばＤＳＣ
２９２０（ＴＡ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓから得られる）を用いる示差走査熱量測定（Ｄ
ＳＣ）によって、または例えばＲｈｅｏｍｅｔｒｉｃ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ　ＲＳＡＨ
　Ｓｏｌｉｄ　Ａｎａｌｙｚｅｒを用いる動的機械分析によって測定できる。一部の実施
形態の水性オーバーコート組成物は、少なくとも１つのポリマーワックスまたはワックス
エマルションを含む。本明細書で使用するのに好適なワックスの例としては、官能化ワッ
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クス、ポリプロピレンおよびポリエチレンが挙げられる。特定実施形態において、水性オ
ーバーコート組成物は、ポリエチレンワックスを含む。微結晶ポリマーワックスは、一部
の実施形態において使用できる。好適なワックスエマルションは、ＢＡＳＦ、Ｍｉｃｈａ
ｅｌｍａｎ　Ｉｎｃ．、Ｄａｎｉｅｌｓ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｃｏｍｐａｎｙ、Ｅａｓｔ
ｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ，Ｉｎｃ．およびＳａｎｙｏ　Ｋａｓｅｉ
　Ｋ．Ｋから入手可能である。
【００６３】
　市販のポリエチレンワックスは、一般に、約１，０００～約１，５００の分子量を有す
る一方で、市販のポリプロピレンワックスは、約４，０００～約５，０００の分子量を有
すると考えられる。官能化ワックスの例としては、アミン、アミド、イミド、エステル、
四級アミン、カルボン酸、またはアクリル系ポリマーエマルションが挙げられる。ポリエ
チレンワックスの例としては、ＪＯＮＣＹＲＬ　ＷＡＸ２６＆２８（ＢＡＳＦから入手可
能）および塩素化ポリプロピレンおよびポリエチレン（Ａｌｌｉｅｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
、Ｐｅｔｒｏｌｉｔｅ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎおよびＳＣ　Ｊｏｈｎｓｏｎ　ｗａｘか
ら入手可能）が挙げられる。例えば、一部の実施形態において、水性オーバーコート組成
物は、ポリエチレンワックスＪＯＮＣＲＹＬ（登録商標）Ｗａｘ２２（ＢＡＳＦ　Ｃｏｒ
ｐｏｒａｔｉｏｎ，Ｆｌｏｒｈａｍ　Ｐａｒｋ，ＮＪ，ＵＳＡ）を含むことができる。
【００６４】
　特定実施形態の水性オーバーコート組成物は、約１０重量％～約３０重量％のポリマー
ワックスまたはワックスエマルションを含むことができる。特定実施形態において、水性
オーバー組成物は、約２０重量％～約３０重量％ポリマーワックスまたはワックスエマル
ション；または一部の実施形態において、少なくとも約２５重量％のポリマーワックスま
たはワックスエマルションを含む。
【００６５】
　一部の実施形態の水性オーバーコート組成物は、少なくとも１つの共結合剤を含む。特
定実施形態において、共結合剤は、アクリル系樹脂またはアクリル系ポリマーエマルショ
ンであることができる。共結合剤は、一部の実施形態において、少なくとも１つの樹脂、
水、少なくとも１つの消泡剤、および場合により少なくとも１つのアミノアルコールを含
むことができる。一部の実施形態の水性オーバーコート組成物は、約５重量％～約１５重
量％の共結合剤；約５重量％～約１０重量％の共結合剤；または約８重量％～約８．５重
量％の共結合剤を含むことができる。
【００６６】
　一部の実施形態において、共結合剤は：約２０重量％～約３５重量％の樹脂（共結合剤
の総重量に対する樹脂の重量）；約５０重量％～約７０重量％の水（共結合剤の総重量に
対する水の重量）；約０．１重量％～約０．５重量％の消泡剤（共結合剤の総重量に対す
る消泡剤の重量）；および場合により約１０重量％および２０重量％のアミノアルコール
（共結合剤の総重量に対するアミノアルコールの重量）を含むことができる。
【００６７】
　特定実施形態において、水性オーバーコート組成物は、少なくとも１つのアミノアルコ
ールを含むことができる（一部の実施形態においては、このアミノアルコールは共結合剤
の構成成分として導入されることができ、またはそれは水性オーバーコート組成物に直接
添加できる）。アミノアルコールは、例えばアルキルアルコールまたはアリールアルコー
ルと関連するアミノ基を有する化合物を指す。例えば、アルキルアルコールは、約１～約
３６個の炭素原子、例えば約１～約３０個の炭素原子、または約１～約１５個の炭素原子
を含むことができる。アルキルアルコールは、線状、分岐状または環状であることができ
、例えばメタノール、エタノール、プロパノール、イソプロパノールなどが挙げられる。
アリールアルコールは、約６～３６個の炭素原子、例えば約６～約３０個の炭素原子また
は約６～約１５個の炭素原子を含むことができる。アリールアルコールとしては、例えば
シクロブチル、シクロペンチル、フェニルなどが挙げられる。１つ以上のアミノ基は、例
えば約１～約１０個のアミノ基、例えば１～約５個のアミノ基、または１～約３個のアミ
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【００６８】
　本明細書で使用するのに好適なアミノアルコールの例としては、２－アミノエタノール
、２－アミノプロパノール、２－アミノブタノール、２－アミノヘキサノール、２－メチ
ル－２－アミノエタノール、２－メチル－２－アミノエタノール、２－メチル－２－アミ
ノプロパノール、２－エチル－２アミノエタノール、２－エチル－２－アミノプロパノー
ル、１－アミノ－２－プロパノール、１－アミノ－２－ブタノール、１－アミノ－２－ペ
ンタノール、３－アミノ－２－ブタノール、２－アミノ－１，３－プロパンジオール、２
－アミノ－２－エチル－１，３プロパンジオール、３－アミノ－１，２－プロパンジオー
ルおよびトリス－（ヒドロキシメチル）－アミノメタン、トリイソプロパノールアミン、
２－ジメチルアミノ－２－メチル－１－プロパノールおよび同様の物質が挙げられる。
【００６９】
　特定実施形態に使用できる市販の共結合剤の例は、ＪＯＮＣＲＹＬ（登録商標）６９３
である。
【００７０】
　特定実施形態は、基材上の固体インク画像；およびこの固体インク画像を少なくとも部
分的に覆うワニス組成物を含む固体インクプリントを対象とし、ここで乾燥前のこのワニ
ス組成物（水性オーバーコート組成物）は、少なくとも１つのラテックスエマルション、
少なくとも１つのワックスまたはワックスエマルション、少なくとも１つの共結合剤、お
よび場合により少なくとも１つの界面活性剤を含む。ワニス組成物／水性オーバーコート
組成物は上記で記載される通りであることができる。
【００７１】
　一部の実施形態において、基材は、当該技術分野において既知の他の基材のうち、コー
ティングされていない紙またはボール紙、コーティングされた紙またはボール紙、合成紙
またはプラスチックフィルムを含むことができる。ラテックスエマルションは、ポリマー
マイクロ粒子、乳化剤、水性媒体、および場合により約１重量％～約５重量％の少なくと
も１つの塩基を含むことができ、ポリマーマイクロ粒子は、アクリル系ポリマー、スチレ
ン／アクリル系ポリマー、ポリエステル、またはこれらの２つ以上の混合物を含むことが
できる。一部の実施形態において、乾燥前、ワニス組成物は、約４５重量％～約９０重量
％のラテックスエマルションを含むことができる。乾燥前、ワニス組成物は、一部の実施
形態において、消泡剤、界面活性剤、およびアミノアルコールの少なくとも１つを含むこ
とができる。特定実施形態において、ワニス組成物は、ポリエチレンワックスを含むこと
ができる。乾燥前、ワニス組成物は、一部の実施形態において、約５重量％～約２０重量
％のポリマーワックスまたはワックスエマルションを含むことができる。特定実施形態に
おいて、乾燥前、ワニス組成物は、おおよそ室温において、約５０ｃＰ～約１０００ｃＰ
、または５０ｃＰ～約７５０ｃＰの粘度を有することができる。一部の実施形態において
、ワニス組成物は。約１μｍ～約２０μｍの湿潤厚さにて適用でき、ワニス組成物が乾燥
された後、形成されたオーバーコートは、約０．５μｍ～約１０μｍの厚さを有すること
ができる。
【実施例】
【００７２】
　実施例１　オーバーコート組成物の調製
　水性オーバーコート配合物＃２７は、表１に示されるような配合を有するように調製さ
れた。以下の表２に、水性オーバーコート配合物＃２７に使用される共結合剤の構成成分
であるＪｏｎｃｒｙｌ６９３　Ｓｏｌｕｔｉｏｎの詳細を示す。適用および乾燥時、水性
オーバーコート配合物＃２７は、良好な耐摩耗性、耐引掻性、折り特性および高い光沢を
示した。
【００７３】
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【表１】

【００７４】
【表２】

【００７５】
　ＪＯＮＣＲＹＬ（登録商標）６９３溶液は、次のように調製した：
　１：熱水（１３０－１５０°Ｆ）、ＡＭＰ－９５（商標）およびＳＵＲＦＹＮＯＬ（登
録商標）ＤＦ－５８脱泡剤（消泡剤）を、高速分配撹拌器を備えた被覆容器に添加した。
　２：混合物を撹拌し、ＪＯＮＣＲＹＬ（登録商標）６９３を徐々に添加し、ランプまた
はボールの形成を防止した。撹拌を、構成成分が完全に溶解するまで中程度の速度にて継
続した。
【００７６】
　オーバーコート溶液は、１４０７Ｄ溶液、ＪＯＮＣＲＹＬ（登録商標）６９３溶液（表
２）、ＪＯＮＣＲＹＬ（登録商標）ワックス２２およびＴＲＩＴＯＮＸ－１００（商標）
界面活性剤を共に添加し、磁性撹拌器を用いて中程度の速度（５００ＲＰＭ）にて３０分
間混合することによって製造された。
【００７７】
　実施例２　光沢測定
　固体インクジェットプリントは、２つのパッケージング紙：ＧＰ３３＃褐色クラフトお
よびＧＰ２６＃白色トップライナーにて得られた。Ｘｅｒｏｘ自家製装置は、ＸＥＲＯＸ
　ＣＯＬＯＲＱＵＢＥプリンタの一部に使用される市販の固体インクと共に使用した。プ
リントは、６００ＤＰＩにて得られた。オーバーコートは、０．０１０インチのワイア直
径を有する数字＃１０Ｍａｙｅｒロッドを用いて手動で製造された。次いで湿潤コーティ
ングは、Ｍａｔｈｉｓ　ｌａｂコーターのオーブンに送り、９０℃で１分乾燥させた。約
６－７ミクロン乾燥フィルム（オーバーコート）は、プリントの表面の頂部に得られた。
【００７８】
　光沢は、７５度の反射角度を有するＢＹＫ　Ｇａｒｄｎｅｒ光沢計を用いて測定された
。プリントの光沢は、配合物＃２７を含む４つの異なる配合物を用いてコーティングされ
た後、１００％ソリッドマゼンタおよび１００％ソリッドグリーンの両方において１０ｇ
ｇｕから２０ｇｇｕに劇的に増大した。図１は、褐色クラフト紙および白色トップライナ
ー紙上の固体インクジェットプリントの７５°光沢試験の結果を示す。図１は、オーバー
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コートのないプリント、１４０７Ｄ、１４０７Ｄ－ＪＷ２２およびオーバーコート配合物
＃３４で用いてワニス処理されたプリント、ならびに１つの実施形態の水性オーバーコー
ト組成物＃２７を用いて調製されたオーバーコーティングされたプリントを示す。
【００７９】
　実施例３　回転テーブル摩耗試験
　ＴＡＢＥＲ（登録商標）Ｒｏｔａｒｙ　Ａｂｒａｓｅｒを、摩耗試験のために使用した
。ホイールＣＳ－１７（粗い）を試験のために使用した。５００グラムの重りをホイール
に取り付けた。８０摩耗サイクルをＴＡＢＥＲ（登録商標）Ｒｏｔａｒｙ　Ａｂｒａｄｅ
ｒにて行った。図２は、オーバーコーティングされていない記録媒体と、市販の１４０７
Ｄオーバーコーティング組成物でオーバーコーティングされた記録媒体、および１つの実
施形態の記録媒体を比較する回転ｔａｂｅｒ摩耗試験の結果を示す。
【００８０】
　インクは、コントロールではすり減り、ここで固体インクプリント画像の表面に保護フ
ィルム（オーバーコート）はなかった。１４０７Ｄオーバーコート（Ｃｏａｔｉｎｇｓ＆
Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ，Ｃｏｒｐ．，Ｌｅｌａｎｄ，ＮＣ，ＵＳＡから市販のコーティング
）に関してインクはすり減らなかったけれども、摩耗トラックが、１４０７Ｄでコーティ
ングされたプリントにおいて明らかに見ることができた。オーバーコーティングＡ（特定
実施形態の範囲内である）は、試験された３つのオーバーコーティングのうち、最良の結
果を与えた。これらの試験のすべては、褐色クラフトおよび白色トップライナーに印刷さ
れたプリントで行った。
【００８１】
　実施例４：３つのフィンガーゴージ引掻試験
　自家製の３つのフィンガーゴージ引掻テスターを使用して、固体インクプリントの表面
にわたって人の指の引掻きを模倣した。重いロードフィンガー（５２８ｇ）および中程度
のロードフィンガー（２６４ｇ）を、プリントの表面に下げ、スクラッチャを実行して、
フィンガーにより設定速度にてサンプルにわたって直線を引っ掻いた。図３は、オーバー
コーティングされてない記録媒体、市販のオーバーコーティング組成物１４０７Ｄでオー
バーコーティングされた記録媒体、および水性オーバーコート組成物＃２７でオーバーコ
ーティングされた記録媒体を比較する３つのフィンガーゴージ引掻試験の結果を示す。
【００８２】
　コーティングＡは、中程度の重り（２６４ｇ）および重い重り（５２８ｇ）充填の両方
において、コーティングされていないコントロールと比べて改善された耐引掻性を提供し
た。引掻マークは、１４０７Ｄオーバーコート（乾燥連続フィルム）を有するサンプルに
ついて観察された場合と比較した場合、中程度の重りロードにおいてはほとんど見られず
、重い重りロードに限られていた。すべての試験は同じ基材上：褐色クラフトおよび白色
トップライナー。
【００８３】
　実施例５　クロスカットテープ剥離試験
　この試験は、国際標準ＩＳＯ１６７２６－２、パート２：コーティングの接着性および
粘着性を評価するためのクロスカット試験に従った。試験手順は次の通りである：
　１：ルーラーおよび「片刃かみそり」を用いてプリントのコーティングされた表面上に
手動で５－７Ｘ－カットする。
　２：Ｘｅｒｏｘ標準テープＡ１Ｘを用いて機器をセットアップする。
　３：ＬＩＮＴＶＩＥＷ機器（Ｌａｂｔｅｃｈ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ，Ｉｎｃ．，Ｌ
ａｖａｌ，Ｃａｎａｄａ）に同梱されたプラスチック裏打ちシートの頂部にプリントを置
き、頂部上にＸカット領域を注意深く並べる。
　４：プラスチック裏打ちシートと共にプリントを、短縁部レディングを通してＬＩＮＴ
ＶＩＥＷに通す。
【００８４】
　固体インクプリント上の水性オーバーコートの接着性は、大部分の市販されるコーティ
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ングについては劣っている。図４は、オーバーコーティングされていない記録媒体と、市
販のインターポリマーオーバーコーティング組成物でオーバーコーティングされた記録媒
体、および水性オーバーコーティング組成物＃２７で調製された記録媒体を比較するクロ
スカットテープ剥離試験の結果を示す。Ｉｎｔｅｒｐｏｌｙｍｅｒ　Ｉｎｃ．からのコー
ティングによって固体インクジェットプリントにわたってコーティングされたプリント画
像は、コーティングと基材との間で接着性が劣っていた。多数の小さい白色ドットが１４
０７Ｄコーティングで観察された。コーティング＃２７は、一部の実施形態の範囲内であ
り、最良の性能を示した。

【図１】 【図２】
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